
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜市（市長：山中 竹春）、横浜トリエンナーレ組織委員会（委員長：近藤 誠一）、三菱総研            
ＤＣＳ株式会社（代表取締役社長：亀田 浩樹）は、この度、「ロボットと一緒にアートに触れるワーク
ショップ」を実施するため、３者間で協定を締結しました。 
横浜トリエンナーレでは、ひらかれた現代アートの祭典として、誰もが多様な表現に触れる機会を分野

と時代を横断して提供し、世代等を超えた理解の促進を目指しています。令和６年３月から開催する第８
回展では、多様な表現・価値観について理解を深めていただくことを目的に、普段、現代アートに触れる
ことが少ない子どもたちが、ロボットを活用したワークショップを通して、横浜トリエンナーレに参加す
る取組を実施します。 
 
１．経緯  
◆横浜トリエンナーレのこれまでの取組について 
 未来を担う世代を対象として、アーティストやアート専門家による多彩なワークショップの開催、市内
の児童・生徒への鑑賞ポケットガイドの配布、学校団体の鑑賞受入れなどを行ってきました。また、前回
の第７回展（2020年）では、身体的制約などにより外出が難しい人を対象とした遠隔地からの鑑賞会な
どを実施しました。 
◆ロボットについて 
横浜市では、企業が持つデジタル技術を用いて、行政課題や社会問題を解決する取組を推進しています。

三菱総研ＤＣＳと共同で、令和４年にロボットによる障害児向けコミュニケーション支援ワークショップ
の実証実験を行いました。この実証実験では、子どもたちはロボットを操作することに興味・関心が高く、
また、ロボットを自分の代弁者とすることで、コミュニケーションに前向きに取り組めるなどの効果があ
ることがわかりました。この実証実験の成果を横浜トリエンナーレに生かします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令 和 ５ 年 1 2 月 1 3 日 
横浜市にぎわいスポーツ文化局創造都市推進課 
横浜市デジタル統括本部デジタル・デザイン室 
横浜市こども青少年局放課後児童育成課 
横 浜 市 健 康 福 祉 局 障 害 自 立 支 援 課 
横 浜 ト リ エ ン ナ ー レ 組 織 委 員 会 
三 菱 総 研 Ｄ Ｃ Ｓ 株 式 会 社 
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２．アートワークショップについて 
横浜トリエンナーレのアート作品を見学して気づいたことをもとに、クイズの問題と解答の選択肢を考

え、それぞれロボットに入力していきます。ワークショップの最後には、ロボットを使ってお互いに考え
たクイズを発表し合います。ロボットで遊びながら展覧会のテーマや、作品に関する知識を得るとともに、
それぞれの感想を共有できる場となります。本ワークショップは、障害のある子を対象とした横浜ラポー
ルでの開催に加え、市内放課後キッズクラブでも実施します。ワークショップの詳細及び参加者募集につ
いては、後日、記者発表します。 
【開催概要】 
開催時期：令和６年３月頃 
場所及び対象者：（１）障害者スポーツ文化センター「横浜ラポール」 

特別支援学校、特別支援学級などに通学する小、中、高校生 
         ※保護者または支援者１名が一緒にご参加いただけることが条件となります。 

（２）市内放課後キッズクラブ 
会場となる放課後キッズクラブに通う小学生 

 
〇特別支援学校・学級向けコミュニケーションロボットサービス「Link&Robo for グローイング」 
 三菱総研ＤＣＳが提供する、ロボットと話す・動かすことを通して、言葉を話すことによるコミュニケ
ーションが苦手な子どもたちの自己表現をサポートするサービスです。 
 
横浜市「障害者のスポーツや文化活動の充実、施設の利便性向上」の実証プロジェクト 

https://www.dcs.co.jp/news/2022/220601.html（実証プロジェクトの採択について） 
https://www.dcs.co.jp/knowledge/report/lr_growing/index.html（結果レポートについて） 

 
〇第 8回横浜トリエンナーレ「野草：いま、ここで生きてる」開催概要 
アーティスティック・ディレクター：リウ・ディン（劉鼎）、キャロル・インホワ・ルー（盧迎華） 
会期：令和６年 3月 15日（金）～6月 9日（日） 

    [開場時間：10:00～18:00｜休場日：毎週木曜日（4/4、5/2、6/6を除く）｜開場日数：78日間 ] 
会場：横浜美術館、旧第一銀行横浜支店、BankART KAIKO 
主催：横浜市、（公財）横浜市芸術文化振興財団、NHK、朝日新聞社、横浜トリエンナーレ組織委員会 
公式WEBサイト：https://www.yokohamatriennale.jp  

 
お問合せ先 

（協定を含めた本取組の全般について） 

横浜市にぎわいスポーツ文化局創造都市推進課担当課長  丸山 晶子    Tel 045-671-4310 

（横浜市のデジタル技術を活用した取組について） 

横浜市デジタル統括本部デジタル・デザイン室長     谷口 智行    Tel 045-671-4761 

（放課後キッズクラブについて） 

横浜市こども青少年局放課後児童育成課長        佐藤 治憲    Tel 045-671-4151 

（障害者スポーツ文化センター横浜ラポールの施設について） 

横浜市健康福祉局障害自立支援課長           今井 智子    Tel 045-671-4130 

（第 8回横浜トリエンナーレについて） 

横浜トリエンナーレ組織委員会事務局広報担当      石川、里見、頼政 Tel 045-663-7232 

（コミュニケーションロボットサービス「Link＆Robo for グローイング」について） 

三菱総研ＤＣＳ株式会社テクノロジー企画部担当部長   西岡 裕子    Tel 03-3458-8376 

 

https://www.dcs.co.jp/news/2022/220601.html
https://www.dcs.co.jp/knowledge/report/lr_growing/index.html
https://www.yokohamatriennale.jp/

